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98 (604) 第 136巻第5.6号
資本を立体的にとらえ，そのなかでョ貨幣資本の主動性を承認するマルクスにあっては，
スミスのようなオプティミ沖ムは成立しえなし、。資本は，その循環運動り中でたえず貨
幣形態に復帰するのであるが，それは生産要素を購買ニ支配する資本形態であると同時
に，生産の成果を領有=総括して循環を終結する形態でもある。この貨幣資本形態を考
慮すれば，資本による生産のマルクス理論にも，私的所有の木生産性が〈みこまれてい
るもりとみるべき立あろう。
3. ところが. ~資本論』第一巻の蓄積篇でのマルクスの「資本家」論は，理論的な枠
組においても古央派をこえるものではない。所有者としての「資本家」の行動は， フ宵
ーとしての剰余価値の分割の次元ではなしストックとしての資本全体にかかわって問
題にされるべきである。<貨幣の資本への転化〉の問題を，資本制生産自体の中でつね
に再現する問題と Lて把握されるべきである。
4. i高利貸し」は，貨幣資産をもって利殖を直接実現しようとした形態であるが， こ
うした短絡的結合は. i貨幣蓄蔵者の夢」さえ実現していない。資産を安全な形で保有
しながら手開立するという，所有者としてり資本家の夢は，資本の回転運動の中からうま
れる資本の現実的三重化〈流通資本・貨幣資本の分離〕と，それに並行・促進された資
本所有の観企的三重化の進行の中で実現されるのである。こうした資本における所有の
展開を，マルクスの金融経済理論として再構成す5必要がある。
